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１０月１２日、三笠市において、ふるさと回帰～地域の未来を創る子どもを育む
コミュニティ・スクール～ をテーマに「全国コミュニティ・スクール研究大会・三笠大
会」が開催されました。
この大会には、各小中学校から学校運営協議会委員１人が参加し、全国の先進事

例などについて、研鑽を深めました。

<第１分科会 ～コミュニティ・スクールの効果的な導入>
○ 栃木県栃木市

学校評議員制度を発展させてコミュニティ・スクールを導入し、同一中学校区で
ブロック会議を設け、地域ぐるみの小中一貫教育と組み合わせた取組を推進

<第２分科会 ～コミュニティ・スクールで校種間連携～>
○ 埼玉県久喜市

「地域立」の学校として、地域総がかりで地域の子どもたちを育てるため、小学
校２校・中学校１校で学園を組織し、９年間を見通した小中一貫教育の推進に向け
てコミュニティ・スクールを導入

<第３分科会 ～コミュニティ・スクールで広がる子どもの未来～>
○ 福岡県春日市
子どもは家庭・学校・地域の三つの力の相乗、共育で育つため、「共育基盤・環
境」をつくる仕組としてコミュニティ・スクールを導入し三者連携による共育を推進

<第４分科会 ～高等学校・特別支援学校におけるコミュニティ・スクール～>
○ 京都市立西総合支援学校
学校のある地域や子どもの居住地域に限らず、教育・子育てなど共通するテー

マに集う人たちや障がいのある人たちが住みやすい街づくりを目指す人々の集い
で、双方向の援助による新しい地域の創造に向けたコミュニティ・スクールを推進

池田町教育委員会

１０月１６日、各小中学校のすべての学校運営協議
会委員が参加する「第１回池田町コミュニティ・スクール
推進協議会」を開催しました。

○ 北海道科学大学 出口教授の講演
「学校運営協議会の熟議から学校支援へのつながり」
○ 「模擬」熟議

出口教授の指導・助言の下、「読書習慣の定着」を
テーマに、課題の洗い出し、解決に向けた方策、具体
的な取組について、熟議を展開しました。

＊ こうした取組を通じて、今後、各学校での熟議が活
性化、学校・子ども支援につなげていきます。
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